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「
白
馬
の
風
」
の
介
護

意
見

＊
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
の

土
質
調
査
は
陸
上
競

技
場
あ
り
き
で
は
な

く
、
利
活
用
の
た
め

の
調
査
を
お
願
い
し

た
い
。

＊
ス
ノ
ー
ハ
ー
プ
の

改
修
に
つ
い
て
は
、

相
当
議
論
を
し
な
い

と
進
め
な
い
。
調
査

の

結

果
・
情

報

は

し
っ
か
り
知
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

▽
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定

●
陳
情
第
３
号
　「
住
民
の
安

全
・
安
心
を
支
え
る
公
務
・
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」

提
出
に
関
す
る
陳
情

▽
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定

施
設
開
設
に
対
す
る

補
助
金
に
７
５
０
万

円
の
増
額
。

産
業
経
済
委
員
会

道路維持補修　

１５００万円増額

●
議
案
第
31
号

平
成
24
年
度
白

馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第

１
号
）
の
所
管

事
項

　
環
境
課
関
係
で
は
、

51
箇
所
の
集
積
場

の
表
示
看
板
を
作
り
直
す
た
め
の

塵
芥
処
理
委
託
料
８
６
万
７
千
円
、

地
区
の
ご
み
集
積
場
設
置
補
助
金

１
６
２
万
１
千
円
の
増
額
。

問答問
集
積
場
設
置
補
助
金
の
補

助
率
は
。

事
業
費
の
４
分
の
３
、
上

限
１
２
０
万
円
。

新
規
の
地
区
集
積
場
設
置

補
助
は
今
後
も
続
け
て
い

く
の
か
。

答
継
続
的
に
補
助
し
て
い
き

た
い
。

　
観
光
農
政
課
関
係
で
は
、
残
雪

対
策
本
部
を
設
置
し
、
残
雪
処
理

委
託
料
、
消
雪
剤
補
助
金
な
ど
農

作
物
残
雪
対
策
事
業
に

万
９
千

円
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
事
業
に

51
万
円
の
増
額
。

　
青
鬼
地
区
林
道
の
１
０
０
ｍ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
１
５
０
万
円

の
増
額
。

　
国
際
交
流
事
業
と
し
て
、
中
国

女
性
１
名
の
就
業
体
験
受
け
入
れ

に
83
万
２
千
円
の
増
額
。

　
観
光
総
務
事
業
の
「
白
馬
の
夏

祭
り
」
負
担
金
50
万
円
の
増
額
。

岳
の
湯
隣
り
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー

ナ
水
銀
灯
修
繕
に
24
万
円
の
増
額
。

　
八
方
池
山
荘
、
猿
倉
山
荘
の
修

繕
費
に
88
万
６
千
円
の
増
額
。

問
「
白
馬
の
夏
祭
り
」
負
担
金

を
50
万
円
増
額
し
、
前
年

度
並
み
に
戻
っ
た
理
由
は
。

答
景
気
が
低
迷
し
て
い
る
中

で
、
経
済
対
策
と
し
て
増

額
し
た
。

問答
日
中
国
際
交
流
事
業
の
就

業
体
験
受
け
入
れ
場
所
は
。

７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、

道
の
駅
で
受
け
入
れ
る
予

定
。

　
建
設
水
道
課
関
係
で
は
、
舗
装

工
事
が
主
な
村
道
維
持
補
修
事
業

に
１
５
０
０
万
円
、
各
区
普
請
の

原
材
料
支
給
な
ど
に
３
０
０
万
円
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の
増
額
。

問答
道
路
補
修
事
業
で
毎
年
ど

の
く
ら
い
必
要
か
。

毎
年
２
０
０
０
万
円
ほ
ど

が
必
要
と
考
え
る
。
　

▽
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

継
続
審
査

●
陳
情
第
11

継
続
審
査

●
陳
情
第
２
号
　
国
に
対
し
、

消
費
税
増
税
反
対
の
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情
書

意
見

＊
増
税
は
避
け
ら
れ
な
い
。
税
の

公
平
性
か
ら
み
て
も
消
費
税
が
一

番
で
あ
る
。

＊
陳
情
書
の
内
容
は
す
べ
て
に
納

得
で
き
る
も
の
で
、
賛
成
で
あ
る
。

▽
委
員
少
数
の
賛
成
に
よ
り
不
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

格
の
設
定
に
関
す
る
陳
情
」

意
見

＊
品
質
を
確
保
す
る
と
い
う
意
味

で
は
、
必
要
な
制
度
で
は
な
い
か

と
思
う
。

＊
検
討
し
て
も
い
い
と
思
う
が
、

85
％
程
度
と
い
う
数
字
が
気
に
な

る
。

討
論

　
趣
旨
採
択
の
立
場
か
ら
、
時
代

や
自
治
体
の
流
れ
で
考
え
て
も
い

い
の
で
は
。

見
据
え
て
入
札
制
度
を
見
直
し
た

ら
ど
う
か
と
思
う
。

▽
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

88

号
「
最
低
制
限
価

85
％
が
気
に
な
る
が
、


